
【トラック１】 

 

【謎の電波】 

ピピピプピポ、 

私、あなたのことを好きになった。 

送信中、送信中……。 

ピピピプピポ……。 

 

【後輩】 

ウフっ♡せぇーんぱい？ 

私、あなたのこと、 

好きになっちゃいました〜。 

 

だから〜、先輩が私のことを 

好きになってくれるように〜、 

私、いーっぱい、 

頑張っちゃいますからね〜？ 

うふっ、うふふふふ〜〜♡ 

  

 

 

 

 

 



【トラック２】 

 

【脳内彼⼥】 

はぁーい、お兄さん、 

おはようございま〜す♡ 

あなたのキュートスターでーす。 

 

今⽇もむさ苦しい満員電⾞での通勤、 

ご苦労様〜。 

 

それに⽐べてあなたの脳内は 

スッキリ快適。 

こんなにスッキリしているのは、 

あんまり頭の中⾝が 

詰まっていないからかな〜？ 

 

頭空っぽで――うぅん、 

エッチなことがい〜っぱい、 

詰まってたね〜。 

 

 

うふふ、だからぁ〜、 

私もぉ〜、エッチな気分にぃ〜、 

はぁ、ン……なってきちゃった〜。 



 

え〜、 

こんな電⾞の中では⽌めろって〜？ 

嫌ぁ〜。 

 

だぁ〜いじょうぶぅ〜。 

私がいるのはあなたの脳内。 

だから〜、 

私とエッチなことをしたところで〜、 

外からはなぁ〜んにも、 

⾒えないんだから〜。 

 

 

ね？私、裸だけど、 

周りの⼈たちは 

なんの反応もしていないし、 

私が⼊るスペースなんてないのに、 

ちゃんとお兄さんの 

前にいるでしょう〜？ 

 

あっ、でもでも〜。 

お兄さんが現実で 

おちんぽ膨らませることまでは 

擁護できないかなぁ〜？ 



 

隣のおじさんに当たって、 

そういう趣味だって 

思われないようにしないとね〜？ 

ほらほらぁ〜、鞄で股間を隠して〜。 

 

――うふ♪ 

 

じゃあ、お兄さん〜、 

脳内で、 

私に痴漢プレイしちゃおっかぁ〜。 

えっ、そんなことはしたくないって〜？ 

 

またまたぁ〜。 

 

お兄さんはそんなことが好き 

――うぅん、 

好きになっちゃうんだから〜。 

 

ほ・ら♡ 

私の体を 

後ろから抱き締めながら… 

…ンぅっ、 

おっぱいに⼿を掛けちゃって… 



…あぁんっ。 

 

ふふっ、どう？ 

満員電⾞で 

揉まれている筈なのに、 

脳内で揉んでる 

おっぱいの感触がするでしょう？ 

 

ほら、⼤っきくって〜、 

柔らかくて〜。 

あんっ♡お兄さんの指が、 

もむもむっていやらしく、 

私のおっぱいを揉んでるのぉ〜。 

 

……ふふ、もっと触ってぇ？ 

 

あぁんっ♡ 

乳⾸摘ままれると、 

気持ち良いのぉ… 

…アッ、アッ。 

お兄さんの⼿っ、 

いやらしいのぉっ。 

 

 



ふふっ、 

満員電⾞で密着してるから、 

私のお尻に 

お兄さんの硬くなったものが 

当たってるの。 

 

……ンっ、そんなに 

おっぱい揉みながら 

おちんちん押し付けられたら、 

昂奮してきちゃうのぉ……。 

 

⼤丈夫？ちゃんと 

鞄でおちんちん隠してる？ 

じゃないと、本当に 

痴漢って⾔われちゃうんだから〜。 

 

私はあなたの 

脳内にいてバレないから〜、 

じゃあ、ここで 

こんな道具も使っちゃおうか〜？ 

 

 

 

 



【脳内彼⼥】 

⼤丈夫⼤丈夫。 

これは脳内だけの⾳だから、 

周りには聞こえてないよ。 

 

それで、 

周りには聞こえていないことを 

良いことに……あんっ♡ 

お兄さん、乗り気じゃない。 

 

え？⼿が勝⼿に動いてる？ 

 

きゃははっ、またまたぁ〜♪ 

 

それで……ンっ、 

私の乳⾸を擦って……あんっ。 

お兄さん、上⼿ぅ……♡ 

 

アッ、アッ、 

私のいやらしい勃起乳⾸、 

お兄さんにローターで虐められちゃってるのぉ、 

ひぃんっ♡ 

 

もっと、もっとシてぇ……。 



あぁ、おっぱいだけじゃなくって、 

おまんこの、クリトリスだってぇ……。 

 

あはぁんっ！これっ、 

しゅごぉっ、おほぉっ、 

乳⾸とクリトリスいっぺんにビリビリぃ……♡ 

 

えっ、⼿は⼆つしかない筈だって？ 

⼤丈夫ぅ、脳内だから、 

お兄さんは三本の⼿で、 

左右の乳⾸とクリトリスを 

いっぺんに虐めてるのぉ…… 

アッ、アッ、気持ち良いっ！ 

 

満員電⾞で揺られながら、 

お兄さんにエッチなことされちゃってるのぉっ、 

ンひぃっ、イくぅっ、イっちゃうぅっ。 

 

【脳内彼⼥】 

お兄さんにローターで 

乳⾸とクリちゃん責められて、 

満員電⾞の中でイっちゃうのぉ〜〜〜ッ！ 

 

 



……はぁっ、はぁっ、 

しゅご、かったぁ……♡ 

 

じゃあ、お兄さん、 

このまま、私のおまんこに挿れちゃおっか？ 

もう、私、我慢できないのぉ……。 

 

お兄さんのおちんぽを出して… 

…うふふ、お兄さんのおちんぽバッキバキィ……。 

それをぉ、私のとろっとろになったおまんこにぃ……。 

 

【脳内彼⼥】 

あぁんッ！ 

 

凄いぃっ、お兄さん、 

おちんぽ⽴派ぁ、アッ、 

奥までずっぷり… 

 

…はぁっ、はぁっ、 

お兄さんぅ、パンパンしてぇ……、 

私のおまんこ、 

パンパンして滅茶苦茶にしてよぉ… 

 

 



【脳内彼⼥】 

…アッ、アぁあッ！ 

 

お兄さん、いけないんだぁ、 

ンぁっ♡こんな満員電⾞の中で、 

⼥の⼦を犯したらぁ……アッ、 

そこぉっ♡ 

 

お兄さんのおちんちんがぁ、 

私の良いところをぐちゅぐちゅ抉るのぉ… 

…あひぃっ、激しいぃ……っ。 

 

おっホっ♡あぁッ、 

満員電⾞の中なのに 

声が出ちゃう。 

声を、出させられちゃってるのぉ、 

アッ、アッ！ 

 

パンパンって⾳もぉ、 

私のおまんこが掻き混ぜられて 

ぐちゅぐちゅっていう⾳もぉ、 

電⾞の⾳に負けないくらい⽴って… 

 

 



【脳内彼⼥】 

…アッ、お兄さんにおっぱい揉まれて、 

乳⾸もくりくりって虐められてぇ… 

…おホォっ♡アァッ、しゅごぃいっ、 

私、イっちゃ……お兄さぁんっ、 

もっとぉ、アッ、ああああア〜〜〜〜ッ！ 

 

【脳内彼⼥】 

ふふっ、いっぱい出たね、 

 

【脳内彼⼥】 

お兄〜さんっ。 

 

⼤丈夫、現実でも漏らしてなぁい？ 

これから会社に 

⾏かなくっちゃいけないのに、 

たいへんだね〜。 

ぷークスクス。 

【脳内彼⼥】 

じゃあ、また 

⾊んなところでエッチしようね♡ 

⼤丈夫、 

私がいるのは脳内だから。 

どこでも、エッチ出来るから、ね？ 



【トラック３】 

 

【脳内彼⼥】 

ヌき打ちちんポジチェーック！ 

 

きゃはは〜、 

お兄さんビクってしたぁ〜。 

おんもしろーい♪ 

 

だけど、あー、 

やっぱりまだ全然⼩さい？ 

と⾔うか、会議中だからむしろ縮こまっている？ 

お兄さん、緊張してるんだ〜、 

可愛い〜♪ 

 

え？流⽯に今は⽌めろって？ 

あー、あー、聞こえなーい。 

 

……うふ♡ 

 

じゃあ〜、絶対に 

ふざけられないこんな時に〜、 

エッチなことをしちゃってるお兄さんは〜、 

部⻑よりも偉いかも知れないよ〜。 



 

あ、偉いんじゃなくって 

エロいんだった〜、 

きゃはは〜♪ 

 

⼤丈夫⼤丈夫。 

ここは脳内だから、 

お兄さんがどれだけ 

エッチなことをしても、 

周りの⼈にはバレないんだから。 

⼤⼈しく、おちんちん出そ？ 

ほら、ぼろーん♪ 

あ、現実には出しちゃ駄⽬だよ？ 

捕まっちゃうから、ね？ 

 

じゃあ〜、お兄さんのおちんちんを、 

私のお⼝で⼤きくしてあげる〜。 

 

ンっ、ちゅぷっ、レロレロ……。 

 

あぁ、お兄さんのおちんぽ 

蒸れ蒸れで、 

味も匂いも濃いのぉ… 

…はぁあんっ。 



 

……ふふっ、 

⼤きくなってきた、 

⼤きくなってきた。 

 

私の声、おしゃぶりしてても 

普通に聞こえるよね？ 

だって、これはあなたの 

脳内で話してるんだから。 

 

あむっ、ぢゅるっ、れろぉっ……。 

 

ふふっ、どうしたの？ 

せっかく脳内で 

おしゃぶりされてるのに、 

現実できょどーふしんに 

なったら意味ないからね？ 

 

ほら、ちゃんと会議に参加しつつ、 

私の⾆と唇を感じてぇ……♡ 

 

レロっ、れろぉッ、ぢゅるっ、 

ちゅぽっ、ちゅぽぉっ……。 

 



こ〜ら、腰を引いたらだぁーめっ。 

ちゃんと、私にしゃぶられること。 

ほら、気持ち良いでしょう？ 

 

ぢゅっぽっ、ぢゅっぽっ、 

レロレロ……。 

 

ふふっ、お兄さんのおちんちん、 

すっごいピクピクしてきたよ〜？ 

 

シちゃうの？ 

会議中なのに 

私におちんちんしゃぶられて 

気持ち良くなって、 

無様にぴゅっぴゅしちゃうの？ 

 

良いよ、ほら、ちゃぁーんと、 

お⼝で受け⽌めてあげるからぁ……♡ 

 

ぢゅるっぽっ、ぐぽっ、ぐぽっ。 

 

ほら、出せ出せ、 

おちんぽから無様におちんぽミルク 

びゅるびゅるしちゃえ♪ 



ほら、出しちゃいなよぉ！ 

 

ぢゅぼぉおおオッ！ 

 

【脳内彼⼥】 

 

……ンンっ♡ 

……んくっ、ごくっ、ごくんっ… 

 

…ぢゅるぅっ。ぷはぁっ。 

 

【脳内彼⼥】 

きゃははぁっ♪お兄さん、 

会議中なのに 

脳内で射精しちゃったね〜。 

 

⼤丈夫？ 

現実じゃ 

お漏らししちゃってなぁい？ 

会議中なのに、 

射精しちゃったらまずいもんね〜。 

 

 

 



【脳内彼⼥】 

って、何を驚いてるの？ 

私はお兄さんにしか⾒えてない、 

脳内の彼⼥なんだから。 

 

机の下から出て来ても 

周りの⼈には⾒えてないんだから。 

私、裸だけど、 

だぁーれも、気にしてないよね？ 

 

あ〜、お兄さん、 

現実ともーそーの 

区別がついてない⼈〜？ 

駄⽬だよ〜、犯罪とかしちゃあ……ンっ。 

 

【脳内彼⼥】 

ふふっ、どうしたの？ 

周りから⾒えてないことを 

良いことに、 

対⾯座位を 

しようとしてることに 

ビビっちゃったの？ 

 

 



⼤丈夫、おちんちんは 

ちゃんとビンビンだからぁ… 

…ほぉら、お兄さんの 

逞しいおちんぽがぁ、 

会議中にも関わらず、 

私のおまんこの中に 

⼊っちゃうんだからぁ… 

 

【脳内彼⼥】 

…ンッ、あぁああアンッ！ 

 

ふふっ、奥まで、⼊っちゃったぁ……♡ 

気持ち良いのぉ… 

…アァッ、はぁあんっ。 

 

⼤丈夫ぅ、現実では 

椅⼦がギシギシ 

したりはしないからぁ……。 

 

で・も。 

お兄さんが昂奮し過ぎて 

腰を動かしちゃったら 

知らないなぁ〜。 

 



会議中なのに、 

まるでセックスしてるみたいに 

椅⼦をギシギシさせたらぁ……。 

 

偉い⼈に 

⽬を付けられちゃうんじゃないかなぁ。 

 

ほら、気持ち良くても 

腰を動かさないように我慢して〜。 

おちんちんだけは 

ギンギンにしておいてねぇ。 

 

【脳内彼⼥】 

ンぁんっ♡ 

それにおまんこだけじゃなくって〜、 

はいっ、お兄さん 

おっぱい⼤好きでしょ〜？ 

 

【脳内彼⼥】 

あーあ、会議中で皆真⾯⽬にしているのに、 

お兄さんだけ 

私のおまんこにおちんぽ突っ込みながら、 

おっぱいでお顔をむにゅむにゅされて 

いけないんだ〜♪ 



 

あんっ、⾒て？ 

もう私乳⾸ビンビンなのぉ……。 

ほらぁ、吸ってぇ？ 

でも、現実で 

ちゅぱちゅぱしちゃ駄⽬だよぉ？ 

皆に変な⽬で⾒られちゃうからねぇ？ 

 

ンッ、あぁんっ♡ 

おっぱい吸われて気持ち良いのぉ……。 

あっ、あっ、 

ペロペロしゃれたらしゅごぉいっ。 

お兄さんのおちんぽもぉ、 

私のおまんこの中で 

ビクビクして……。 

 

あぁっ、 

お兄さんのおちんぽ良いのぉ、 

おちんぽっ、おちんぽぉっ。 

 

ほぉーら、 

がぁーんばれ、がぁーんばれっ。 

お兄さんのおちんちん頑張れーっ。 

 



【脳内彼⼥】 

アッ、アッ、 

お兄さんがしっかり 

おちんぽ硬くしておいてくれたからぁ、 

私、もうちょっとでイきそうっ、 

アッ、あぁッ、もっ、 

イくイくイくぅうウーーーッ！ 

 

【脳内彼⼥】 

あぁっ……、 

はぁっ、はぁっ……♡ 

お兄さん、いっぱい 

奧に出してくれたぁ……♡ 

 

あははっ、だいじょうぶぅ〜？ 

現実ではお漏らし 

しちゃってなぁーい？ 

 

もしも会議中に射精しちゃってたらぁ、 

お兄さん、会社で 

どんな評価されちゃうのかなぁ〜？ 

 

……ふふっ、安⼼して良いですよ。 

もしも解雇されても、私が養ってあげますから♡ 



【脳内彼⼥】 

 

お兄さんいっぱい出してくれて、 

ありがとうー♡ 

 

もしかしたら 

妊娠しちゃうかも〜？ 

まさか脳内彼⼥を 

妊娠させて 

ボテ腹セックスしたいとか、 

そんなヘンタイなこと 

考えてたりしないよね〜？ 

 

だ・け・ど、お兄さんなら、 

妊娠して、サせてあげても 

良いけれどね〜。 

きゃははぁっ♪ 

 

 

 

 

 

 

 



【トラック４：給湯室でエロ電波受信】 

 

【脳内彼⼥】 

あーっ、お兄さん、 

給湯室でコーヒー淹れるの〜？ 

⾔ってくれたら、 

私が淹れてあげたのに〜。 

 

【脳内彼⼥】 

って、なぁに〜？ビクッとするなんて酷ーい♪ 

変なもの混ぜたりなんて 

しないんだから〜、きゃははっ♪ 

 

で・も。 

喉が渇いたんだったら、 

私がお兄さんの喉、 

潤してあげたのに。 

と⾔っても、脳内で、だけど、ね？ 

 

んふふ……♡ほぉーら、 

裸ん坊の私のおっぱい、 

⺟乳、出るんだよ〜？ 

ぴゅっぴゅっ、ぴゅーっ。 

 



あはぁ……♡ 

お兄さん、おちんちん膨らんできてる〜。 

 

私の⺟乳が⾶ぶところを⾒て、 

⾃分もおちんぽミルク 

噴き出したくなった〜？ 

 

でもだ・め。 

まずは、私のおっぱい飲んでから、ね？ 

ほら、あーん… 

 

…あぁんっ♡ 

お兄さんが、私のおっぱいに 

吸い付いてきてくれたのぉ… 

…はぁあんっ。 

 

あっ、お兄さん、 

今はこの給湯室、 

誰もいないけれど、 

誰かくるかもしれないから、 

現実ではそんなだらしない顔も、 

おっぱい吸う⼝つきも 

しちゃ駄⽬だよ〜？ 

 



脳内で、だ・け♡ 

ンぁあっ♡お兄さぁん、 

おっぱいペロペロ 

ちゅぱちゅぱするの上⼿ぅ、 

ひぃっ、ンっ……。 

ああ、お兄さん、気持ち良いのぉ……。 

お兄さんも、そんなに 

おちんちん膨らませて、 

すっごい昂奮してるんだねぇ… 

…ふふっ♡ 

びくんって、したぁ……。 

 

ほら、私のおっぱい 

ちゅっちゅしながら、 

おちんちんも 

気持ち良くなっちゃお？ 

 

ほらほらぁ、おちんちん出して、 

ぎゅーっ、しこしこ〜っ♪ 

 

あはぁ♡お兄さんのおちんちん、 

びくびくしてるのぉ……ンっ、 

おっぱいちゅぱちゅぱ 

気持ち良い……、 



はぁ、ン……、 

おまんこも 

切なくなってきちゃったのぉ……。 

お兄さん、私のおっぱい美味しい？ 

……でも、ンっ、あぁっ。 

 

おにいさぁん……、 

おっぱいだけじゃなくって、 

おまんこも 

ぺろぺろじゅるじゅるしてぇ〜。 

⺟乳だけじゃなくって、 

おまんこエキスでも喉を潤してぇ……。 

 

【脳内彼⼥】 

ンぁっ、お兄さんが 

来てくれたぁ……。 

 

アッ、アッ、おまんこ 

気持ち良いのぉ……、 

もっと、もっとペロペロ 

じゅるじゅるしてぇ… 

…あひぃっ。 

 

 



クリちゃん舐めてくれて 

嬉しいぃ……。 

アッ、アッ、漏れちゃう、 

おまんこ汁もっと漏れちゃう。 

 

お兄さんは給湯室で、 

⼥の⼦のお汁で 

喉を潤すヘンタイさんだ。 

 

【脳内彼⼥】 

あぁんっ、中まで 

舐められちゃってるのぉ……、 

ンひぃいいイッ！ 

 

おまんこ漏れちゃうっ、 

いっぱいぢゅるぢゅるしゃれて、 

ンぎもぢいいのぉオ〜〜〜ッ！ 

 

【脳内彼⼥】 

あっ、はぁんっ……、ンっ。 

いっぱい……、 

おまんこ汁、 

漏れちゃたぁ……。 

 



お兄さんにもいっぱい 

飲まれちゃって……、 

はぁっ、はぁっ、お兄さんぅ……、 

おまんこ切ないのぉ……、 

 

お兄さんのおちんぽ 

奥まで突っ込んで、 

おちんぽミルクを 

おまんこの奧に飲ませてぇ……。 

 

お兄さんに、 

おっぱいもおまんこ汁も 

飲ませた分、 

おちんぽミルクで 

奧にお返ししてよぉ… 

 

【脳内彼⼥】 

…あぁんっ。 

嬉しいっ、お兄さんが 

おちんぽ挿れてくれたぁっ。 

 

アッ、あぁあっ、容赦がないっ。 

そんな必死な顔で 

私のことを求めてくれて……。 



 

うふふぅ……。 

 

あぁあッ！パンパンっ！ 

おまんこぱんぱん 

しゃれりゅのしゅきぃいっ！ 

あぁっ、もっとぉおッ、 

ヒィッ、おほぉおオンッ！ 

ふぁあっ、下品な声が出たら 

お兄さんのおちんぽ膨らんだぁ、 

こんなので悦ぶんだぁ〜。 

おほッ、ホォオッ！ 

聞いてぇっ、私の下品な声ぇっ。 

 

お兄さんっ、 

お兄さんも、 

お兄さんのおちんぽも 

しゅきぃイっ♡ 

 

もっと、もっともっと 

私のおまんこパンパンして、 

感じさせてぇっ、 

ンぁッ、ンほぉオオッ！ 

おまんこぐちゅぐちゅぅっ。 



気持ち良いっ、 

気持ち良いのぉおっ、 

ンほぉおおおオ〜〜〜〜ッ！ 

 

【脳内彼⼥】 

あっ、はぁんっ……♡ 

出てるぅ……、 

⼥の⼦の⼀番⼤事なところで、 

お兄さんが脳内彼⼥に 

無責任中だししてるのぉ… 

…ンッ、熱いぃ……。 

 

でも、良いよね、 

だって、私は 

脳内彼⼥なんだからぁ……。 

いっぱい、いっぱい 

中に出されちゃってもぉ……。 

 

ンぁあッ♡……でも、 

 

もっ、私、我慢できません……。 

 

 

 



【後輩】 

 

あれ？ 

先輩、どうされたんですか？ 

そんなところで 

何か⾟そうな顔をして… 

…⼤丈夫ですか？ 

 

えっ、今は近づかないでくれって、 

そんな、先輩、酷いです……。 

 

⼤丈夫だから気にしないでくれ？ 

ん〜、放っておけません。 

ほらほら先輩、 

コーヒーなら私が 

淹れてあげますから。 

先輩は席に座って待っていてください。 

 

この安⽥英理、 

後輩印の特製の 

コーヒーを淹れてあげますから、ね？ 

 

……うふふふふふふ♡ 
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【後輩】 

あら？先輩、 

まだ残っていたんですね。 

それは君も⼀緒だろ？ 

 

……ふふ、そうですね♡ 

 

【後輩】 

 

……ねえ、先輩。 

先輩って、最近 

何か不思議なことがありません？ 

ほら、例えば―― 

脳内彼⼥が勝⼿に動いてエッチなことを迫ってきたり？ 

 

うふふっ♡先輩、動揺しましたね？ 

先輩ってすぐに顔に出るから、 

可愛いんですから。も〜。 

 

え？そう⾔えば 

声が似てる気がする？ 

いいえ〜、同じ声ですよ〜。 



 

きゃははっ♡ 

よーやく気付いたんですか〜？ 

先輩のにぶち〜ん。 

 

ふふっ、 

どうして逃げるんですか〜？ 

 

先輩の⼤⼤だぁーい好きな、 

脳内彼⼥が、現実でも 

あなたの元に 

やって来てくれたんですよ〜。 

ここは悦ぶところ 

じゃないんですか〜？ 

 

あはっ♡ 

 

うふふ、せぇーんぱぁーい、 

私、先輩のことが 

好きなんです〜。 

だからぁ〜。先輩の頭にぃ〜、 

エッチな電波を 

送信しちゃってたんです〜。 

 



それでぇ〜、先輩と 

エッチなことをしているところは〜、 

私に送信されていたんです〜。 

あぁんっ♡ 

 

私、脳内でいっぱい 

先輩とエッチしてきちゃったのぉ。 

先輩ったら、 

どんどんエッチに 

私を求めるようになってきて……。 

 

はぁっ、はぁっ。 

先輩、先輩がいけないんですよ？ 

 

私、もっと先輩と脳内で 

エッチなことをしてから、 

私と脳内彼⼥の共通点に気付かせて、 

我慢できなくなった先輩に 

現実の私を襲わせようと 

思っていたのに……。 

 

私が我慢できなくなっちゃいましたぁ♡ 

 

ね、先輩、良いでしょう？ 



先輩も、脳内彼⼥のこと、 

好きですよね？ 

 

脳内彼⼥と私は同⼀⼈物なんだから、 

このまま本当にエッチしても― 

―⼤丈夫ですよ、 

だぁーれも、ここには 

来ませんから、ね？ 

 

いつも脳内でしているような、 

エッチなこと、私としましょう？ 

せぇーんぱい♡ 

 

了承するなら 

⾆を出してください。 

とっても、気持ち良ぉーく、 

シてあげますから♪ 

 

あはっ♡ 

お利⼝さん、せんぱぁい……。 

 

【後輩】 

はむっ、ちゅっ、ぴちゃっ、 

ペロっ、ペロぉ……。 



 

ンっ、先輩の⾆、おいひい… 

 

…レロレロ……。 

唾、飲みたいれひゅぅ……。 

 

あむっ、ぢゅるぅっ。ちゅぱっ。 

先輩も、私の唾、 

飲みたいですよねぇ。 

 

あんなに、唾も、 

⺟乳も、おまんこ汁も 

美味しそうに 

飲んでたんですからぁ… 

 

…ほら、ンぇ……。 

 

きゃははぁ、先輩が 

美味しそうに 

私の唾を飲んでるぅ、 

嬉しい〜。 

 

じゃあ、私も先輩の唾、 

もっとぉ……ンッ、 



ぢゅるぅッ、 

ちゅくっ、ちゅくっ……。 

 

あぁっ、おっぱいも揉んでぇ、 

おまんこも触ってぇ、 

せんぱぁい、私を、 

ここで犯してくださぁい… 

…きゃあっ♡ 

 

【後輩】 

あぁっ、先輩にぃ、 

オフィスの床に 

押し倒されちゃったぁ♡ 

 

アッ、ストッキング、 

破っちゃ駄⽬ですぅ、 

せんぱぁい、こんなの、 

本当に⾔い逃れ 

出来ないんですからね？ 

 

私、既成事実にして 

逃がしませんからね？ 

あっ、あっ、先輩が 

ズボン脱いでるっ。 



 

すっごぉい、現実の先輩の 

ちんぽがギンギンで… 

…あぁッ♡⾜広げられて、 

ショーツも横にずらされちゃって… 

…アッ、アッ、先輩の凶悪で 

熱っついおちんぽを 

擦りつけられちゃってるのぉ……。 

 

犯されるっ、私先輩に 

犯されちゃうぅ……♡ 

はやくっ、はやく来てぇ、 

せんぱぁい、私のおまんこ、 

もうほっかほっかの 

ぐぢゅぐぢゅになっちゃってぇ、 

先輩のおちんぽが 

欲しくってたまらなくってぇ……。 

 

【後輩】 

ひぃいいいっ♡ 

おほっ、あへぇっ、 

先輩のちんぽ、⼀番奥まで 

届いちゃってるぅ、 

地球⼈のちんぽ、凶悪ぅ……♡ 



 

【後輩】 

ンぁッ、アッ、 

あぁああアンッ！ 

ずちゅっ、ぐちゅってへぇっ、 

私のおまんこ 

容赦なく掻き混ぜられて… 

…ンぁッ、あぁああアンッ！ 

 

良いっ、良いのホぉオンッ！ 

現実だと初めてだけどぉっ、 

気持ち良いっ、 

おちんぽずぷずぷ 

気持ち良いのぉオ〜〜〜ッ！ 

 

あっ、あっ、私、 

上も脱がされてっ、ふぁあっ、 

こんなオフィスの床で 

犯されながら 

おっぱい丸出しぃ……♡ 

ンぁっ、気持ち良いっ、 

おっぱい揉まれるの 

気持ち良いのぉおッ。 

あぁんッ、乳⾸摘まんじゃあっ、 



ンッ、ンンン〜〜〜ッ♡ 

 

頭、ふわふわしてぇっ、 

あひぃっ、あへぇえっ。 

 

先っ、輩っ、 

随分気持ちが 

こもってるんじゃないんですかぁ？ 

そんなに脳内彼⼥に 

毎⽇毎⽇おちんぽ 

イライラさせられてましたかぁ？ 

 

ごめんね？てへぺろっ♡ 

 

ンぁああアンッ！ 

先輩怒ったぁっ♡ 

 

怒った先輩にぃ、 

凶悪なおちんぽで 

おまんこずぽずぽされてぇ、 

私、 

分からせられちゃってるのぉ、 

ンほぉッ！ 

 



【後輩】 

あぁっ、せんぱぁい、 

おっぱいペロペロ 

ちゅうちゅうしちゃ… 

…ンひぃいインッ！ 

オッ、ほぉおおオッ！ 

 

ごめんなさいぃ、 

現実じゃあ 

まだ⺟乳でなくって 

ごめんなさいぃ……♡ 

 

ンはぁッ、先輩っ、 

先輩っ、好き好き、 

ちゅきぃいっ！ 

キスっ、キスしたいのほぉおッ！ 

 

【後輩】 

ンッ、ちゅっ、レルっ、くちゅぅッ！ 

 

【後輩】 

オッ、おぉっ、 

そろそろヤバぁっ♡ 

先輩ちんぽズボズボやばぁっ♡ 



 

あぁっ、イくぅっ、 

イくイくイくぅっ！ 

ンぉホぉおおお〜〜〜ッ♡♡！ 

 

【後輩】 

……ンはぁ、出てるぅ……。 

先輩の凶悪おちんぽからぁ……、 

濃厚精液びゅるびゅる 

おまんこに出されてるのぉ… 

…気持ち良い……。 

 

……んふふっ♡ 

これで、既成事実ですね、 

せぇーんぱいっ♡ 

もう、逃がしませんから、ねっ。 
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【謎の電波】 

 

ピピピプピポ、本艦へ、 

地球⼈に関する報告を送る。 

 

私ことキュートスターは、 

安⽥英理として 

潜⼊した会社で、 

先輩に⼀⽬惚れをした。 

 

そして脳に電波を送って 

彼と脳内セックスを繰り返した。 

やがて我慢の出来なくなった 

私は先輩へと突撃し、 

先輩も我慢の限界だったらしく 

無事に結ばれた。 

 

感想を送る。 

 

⼈間の男のちんぽは良いぞ。 

それからセックスは最⾼だ。 

 



これからは彼と 

脳内でも現実でも 

イチャイチャラブラブと 

セックスをする所存である。 

 

その様⼦は逐次 

本艦へと報告する。 

地球⼈との間で 

繁殖が可能であるとの 

報告が出来れば 

嬉しい次第である。 

 

これで、本艦への 

報告を終了する。 

ピピピプピポ……。 

 


